
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点 

教育課程編成上の工夫 指導内容・指導法の工夫 校内における研究・研修の工夫 評価方法の工夫 家庭や地域との連携の工夫 小中一貫教育の視点 

◇各教科の学習の中で、自分の考

えを互いに交流させることによ

って、さらに考えを広げ深める

力を継続的に育成する。 

◇習熟に応じた指導や補充的な学

習・発展的な学習を取り入れ、

個に応じた指導の一層の充実を

図る。 

◇地域の特性を生かした取り組み

や、ＳＤＧｓを意識した体験活

動を充実させる。 

◇年間指導計画・評価規準を見直

し、授業における指導と評価の

一体化を図る。 

◇２年生以上では、習熟度別算数

指導を実施し、東京ベーシッ

ク・ドリルを活用するなど、個

に応じた指導を実践する。 

◇モジュール授業を活用して、国

語における基礎的な学習内容の

確実な定着を図る。 

◇学力調査の検証を全体で共有

し、授業改善プランに基づく指

導内容の充実を図る。 

◇研究主題「自他のよさを認め合

い、深く考え、行動できる児童

の育成～様々な人々との関わり

を通じて～」を基に、課題解決

に向けて深く考え、主体的に行

動できる児童の育成を図る。 

◇地域の人材と環境を生かした３

つの柱「学習連携」「安全連

携」「行事連携」を推進する。 

◇教職員による特別支援教育の研修

やＩＣＴ研修、特活研修を定期的

に行い、授業力の向上を図る。 

◇指導と評価の一体化により、 

ＰＤＣＡサイクルの充実を図

り、授業改善、学習改善につ

なげる。 

◇各教科では、授業ごとに評価

すべき観点を整理し、評価計

画に基づき、適切な評価をす

る。 

◇児童の学習意欲の向上を図る 

ために、自己評価や相互評価

を積極的に取り入れる。 

◇教育活動の様子や児童の変

容等を保護者会や学校だよ

り、ホームページ等を通し

て情報発信する。 

◇地域環境の特徴を踏まえ、

公共施設や地域人材を活用

した授業づくりの充実を図

る。 

◇保護者、地域、学校評議員

による外部評価を実施し、

教育課程編成へ生かす。 

◇道徳授業地区公開講座も含

め、学校公開日を年複数回設

定し、保護者や地域に公開す

る。 

◇校区別協議会において、

「目指す１５歳の姿」を明

らかにした上で、小学校と

中学校の交流と相互理解の

充実を図る。 

◇「交流」「学力向上」「心

の教育・不登校対策」「体

育・健康」の４つの部会で

連携を深める。 

◇授業体験や部活動見学、児

童・生徒交流などを実施

し、豊かな心の育成と中学

校へのスムーズな接続を目

指す。 

 

学習指導要領が示す確かな学力 
・基礎的な知識・技能 
・思考力・判断力・表現力等の能力 
・主体的に学習に取り組む態度 

◇総合的な学習の時間の指導の重点◇ 

・探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習

を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生

き方を考えていくための資質・能力を育成する。 

・実社会や実生活の中から問いを見いだし自分で課

題を立て、情報を集め、整理・分析して、まと

め・表現できるようにする。 

◇外国語活動の指導の重点◇ 

・外国語によるコミュニケーションにおける見方・

考え方を働かせ、目的や場面、状況に応じて自分

の考えや気持ちなどを伝え合うことができる力の

素地を養う。 

◇ 各教科の指導の重点 ◇ 

〔国語〕言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通

して、日常生活における人との関わりの中で伝え合う力

を高め、思考力や想像力を養う。 

〔社会〕社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追求した

り解決したりする活動を通して、社会への関わり方を選

択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表

現する力を養う。  

〔算数〕数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通

して、日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を

立てて考えたり、統合的・発展的に考えたりしたことを

表現する力を養う。   

〔理科〕自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見

通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、観

察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるととも

に、問題解決の力を養う。 

〔生活〕身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、生活

上必要な習慣や技能を身に付け、自分自身や自分の生活

について考え表現することができるようにする。 

〔音楽〕音楽的な見方・考え方を働かせ、表したい音楽表

現をするために必要な技能を身に付け、音楽を愛好する

心情と音楽に対する感性を育む。 

〔図画工作〕造形的な見方・考え方を働かせ、創造的に発

想や構想し、感性を育み豊かな情操を培う。 

〔家庭〕生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、日常生

活に必要な基礎的な理解と技能を身に付け、日常生活の

中からの課題を解決する力を養う。 

〔体育〕体育や保健の見方・考え方を働かせ、運動や健康

について見付けた自己の課題の解決に向けて思考し判断

するとともに、他者に伝える力を養う。 

〔外国語〕外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら、読

んだり、語順を意識しながら書いたりして、自分の考えや

気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。 

◇道徳科の指導の重点◇ 

・学習環境や指導方法を充実することにより、児童の道

徳性を養い、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度

を育てる。 

・全教育活動を通して、互いに人格・人権を尊重し合

い、思いやりの心と規範意識のある児童を育成する。 

・身近な社会生活の中から、人権にかかわる問題を

正しく理解させ、人権を尊重する態度を養う。 

各教科・領域で身に付けさせた

い資質・能力 

基本的な生活習慣・学習習慣の定着 

◇ キャリア教育の指導の重点 ◇ 

・キャリア・パスポートを活用し、児童一人一人の能力

や適正を正しく把握し、将来に希望や生き甲斐がもて

るようにする。 

・学校生活の中で、自己のよさや役割について意

識させ、達成感を味わわせながら、自己有用感

を高め、自尊感情を育む。 

◇立野小学校の教育目標◇ 

○あたたかい心をもつ ○すすんで学ぶ ○つよい体をつくる 

◇ 生活指導の重点 ◇ 
・挨拶を通して、一人一人が笑顔で学校生活を送ること
ができるようにする。 

・規則と規範を尊重し、基本的な生活習慣の定着を
図る。 

・教育相談活動の充実を図り、個に応じた適切な指
導とともに、配慮を要する児童に対し、迅速で組
織的な対応をしていく。 

▼保護者の願い 

・分かる授業、楽しい授業を行うことで学力と体力を向

上させてほしい。 

・心豊かな子供を育ててほしい。 

▼教職員の願い 

・学ぶ楽しさや成長する喜びを味わわせたい。 

・心豊かでたくましい子供を育てたい。 

▼地域の状況 

・自然環境に恵まれ、保護者や地域住民は学校教育に対

する関心が高く、教育活動に対してとても協力的であ

る。 

◇学校経営方針◇ 

経営理念「学校は地域とともに、子供たちのためにある。」  

(1)豊かな心の育成 

・関係機関と連携し、校内教育相談力の充実を図る。 

・発達段階に応じた人権教育、道徳教育を推進する。 

 (2)学ぶ力の育成 

・ＩＣＴ機器の効果的活用や授業のユニバーサルデザイン化を推進する。 

・校内研究を生かし、各教科における授業改善と学習改善を図る。 

・校内ＯＪＴにより、有機的に教員が相互に高め合う。 

(3)体力の向上や健康・安全教育の充実 

・体育学習の質的向上と体育的活動の充実を図る。 

・地域環境を生かした健康・安全教育を推進する。 

 

  令和６年度             学 力 向 上 を 図 る た め の 全 体 計 画               ４４ 練馬区立立野小学校 

▼東京都教育委員会の目標 

・基礎的な学力の向上を図り、子供たちの個性と創造力を

伸ばす教育を重視するとともに、国際社会に生きる日本

人を育成する教育を推進する。   ※基本方針２より 

▼練馬区教育委員会の目標 

 【令和 5 年度末の目標】 

 児童生徒一人一人に応じた、きめ細やかな支援によ

り、夢や目標をもち、困難を乗り越える力を備えた

子どもたちの育成 

◇特別活動の指導の重点◇ 

・様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互

いの良さや可能性を発揮しながら集団や自己の生

活上の問題を解決することを通して、課題を見い

だし、解決するために話し合い、合意形成を図っ

たり、意思決定したりできるようにする。 

◇立野小学校における確かな学力◇ 

 
 
主体的に学び、考えたことや判断したことを

表現し、実践する力 

学習指導要領が示す確かな学力 
・基礎的な知識・技能 
・思考力・判断力・表現力等の能力 
・主体的に学習に取り組む態度 

各教科・領域で身に付けさせたい

資質・能力 

基本的な生活習慣・学習習慣の定着 



令和6年度　授業改善推進プラン＜学年別＞

学校名 練馬区立立野小学校

１年 課題分析 授業改善策

国
語

・拗音・長音・促音・濁音・半濁音を文字に表す
と、文字を間違えてしまう児童がいる。
・文を書くときに、「は」「を」「へ」を「わ」
「お」「え」と間違えてしまう児童がいる。
・自分の言いたいことを話すことが難しい。

・友達同士で書いた文を読み合って互いのよさを伝
え合ったり、修正したりする機会を増やしていく。
・モジュールの時間を活用し、拗音・長音・促音・
濁音・半濁音や「は」「を」「へ」を使った文を書
く機会を増やし、正しく書けるようにする。
・モジュールの時間を活用し、「話す・聞く」の学
習の定着を図る。



授業改善推進プラン＜学年別＞

学校名 練馬区立立野小学校

２年 課題分析 授業改善策

生
活
科

・好奇心は強いが、気付いたことを
言語化したり、表現したりする力が
弱い。
（表現方法の乏しさ）

・今後の単元において、気付いたことをま
とめる表現方法を幾つか提示し、経験さ
せる（ペープサート・ポスター・新聞・タブ
レットなど）。

・気付いたことを言語化する機会を増や
す。個の特性に応じたワークシートを作成
する。言語化が難しい児童には、選択式
にしたり、穴埋め式にしたりする。
・文字数を一文で表す練習を繰り返す。



授業改善推進プラン＜学年別＞

学校名 練馬区立立野小学校

３年 課題分析 授業改善策

国
語

・語彙力が乏しく、自分の考えを書き表したり、伝
えあったりすることが苦手な児童がいる。
・話合い活動に苦手意識をもっている児童もいる。

・語彙力を高めるため、気持ちや様子を表す言葉
カードを作成し、活用させる。
・意図的にグループを分けたり、自分の考えを付
箋やワークシートに書いてから話合いを行ったり
する。また、グループでの話合いの機会を多く設
ける。

社
会

・地域と関わる体験が少なく、興味が薄い児童も
いる。
・調べた情報から深く考えたり、まとめたりする力
が十分に身に付いていない。

・地域の商店や公共施設などに見学をしたり働い
ている人にインタビューをしたりする活動を多く取
り入れる。
・調べ学習をさせる際には、ワークシートを活用
し、視点を与えることで、課題解決に必要な情報を
取捨選択したり整理したりできるようにする。ま
た、自分の考えを付箋やワークシートに書かせて
からグループで話し合わせることで、多様な意見
や考えに触れさせ、考えを深められるようにする。



授業改善推進プラン＜学年別＞

学校名 練馬区立立野小学校

４年 課題分析 授業改善策

国
語

・漢字の定着が不十分である。
・話合いの方法が定着していない。
・相手意識をもって発表する経験が少ない。

・小テストを実施し、間違えたものを直させ
る。
・国語辞典を用いながら文章を書くことを身に
付けさせる。
・話合い活動の活性化のために話型を示した
り、可視化ツールを利用したりする。
・朝のスピーチ等で発表する経験を積ませる。

算
数

・計算の基礎・基本の定着が不十分である。 ・授業の最初に計算プリントに取り組み、基礎・基本
を身に付けさせる。
・プリントやタブレットを用いて習熟度別に対応する。



授業改善推進プラン＜学年別＞

学校名 練馬区立立野小学校

５年 課題分析 授業改善策

国
語

・既習漢字の定着が不十分である。

・順序立てて書く・話す力を育めていない。

・小テストに定期的に取り組ませ、直しに取り組ま
せることで苦手・未習熟な漢字の自己分析を行わ
せる。
・書く・話す活動を通して順序立てるための接続語
や文章構成を重点的に指導する。

算
数

・四則計算(特に小数の計算やわり算)の正しい計
算の定着が不十分である。
・考え方を伝えることに対して苦手意識が強い児
童がいる。

・授業の導入で復習の計算プリントに取り組ませ、基礎
基本を定着させる。
・ペアやグループで話し合う活動を設定し、伝える活動
自体に慣れさせるとともに、児童の実態に合わせて声掛
けを行い、児童が少しずつでも考え方を自分の言葉で
伝えられるようにしていく。また、説明する際に使用する
キーワードを提示する。

家
庭
科

・学習意欲は高いが、学習したことを知識として活
動に生かすことができていない児童がいる。

・ただ活動を行うだけでなく、「どうしてそのように
する必要があるのか」ということを活動の前に考え
させたり、丁寧に説明して理解させたりする。知識
の定着を図った後、復習しながら活動に臨めるよ
うにする。



授業改善推進プラン＜学年別＞

学校名 練馬区立立野小学校

６年 課題分析 授業改善策

体
育

・学習カード（思考力・判断力・表現力）での学習感
想や気付きの表現が浅く、ポイントを捉えられてい
る児童が少ない。

・その授業のめあてを明確に示すとともに、個人
の課題やグループの課題を明確にした上で、４５
分の学習に臨むことができるようにする。
・少人数の交流を取り入れながら学習のまとめを
することで、表現が苦手な児童も自信をもって振り
返りをできるようにする。


